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1 はじめに 
 近年ではスマートフォンの普及に合わせて, パソ
コン上で使われるソフトウェアをスマートフォン独
⾃の UI やシステムに合わせたアプリケーションが
開発されている. そして, パソコンとほとんど同じ
機能がスマートフォン上で実現されている. しか
し, 未だにスマートフォンに合わせた UI となって
いないソフトウェアが存在している. その⼀つがプ
ログラミングエディタである.  
 プログラミングエディタをスマートフォン独⾃の
UI に変更するときに問題となるのが, ⼊⼒⽅法で
ある. プログラミングエディタを利⽤するほとんど
のユーザは, ショートカットを利⽤した少ない⼊⼒
回数に対して多くの⽂字⼊⼒を⾏い, 様々な機能を
利⽤している.  

そこで本研究では, タッチ操作であるジェスチャ
ー⼊⼒を利⽤したプログラムの素早い⼊⼒, サーバ
通信を⽤いたコンパイル機能と実⾏機能を可能とす
るプログラミングエディタを提案する.  
2 関連研究 
2.1 教育向けプログラミング Viscuit[1] 
 Viscuit は教育向けに作られたビジュアルプログ
ラミング⾔語である. ユーザが描いたイラストで, 
簡単にアニメーションやゲーム, 絵本を作ることが

可能である.  
以前までのプログラミングは難しい作業であっ

たが, Viscuit では単純なプログラムを組み合わせて 
複雑なプログラムを組むことが可能になった. そし
て、⼤⼈から⼦供までプログラミングの楽しさを
感じることができる.  

Viscuit の⽬的は, だれでもプログラミングの楽
しさを知ってもらうことである. それに対して本研
究の⽬的は, 教育向けでなく, エンジニアなどのプ
ログラミングの経験があるユーザに, スマートフォ
ンでプログラミングを⾏うことである.  
2.2 経験者向けプログラミング Dcoder[2] 
  Dcoder はスマートフォンを⽤いてプログラミン
グを⾏える IDE である. Dcoder は IDE の特性であ
るプログラミングやコンパイル, 実⾏機能を保持し
ている. また, 様々なプログラミング⾔語の選択機
能を保持している. そして, ユーザはプログラミン
グの知識があれば, スマートフォンでコーディング
を⾏い, 実⾏することが可能である.  
 Dcoder は IDE である機能のほとんどを有してい
るが, スマートフォン上でコーディングするために
⼊⼒が多い. 本研究では, IDE である機能を利⽤す
るが, スマートフォンの特性に合わせた UI を⽤い
る. スマートフォンに合わせた UI にすることで, 
素早く簡単な操作で⾏えるようにする.  
3 提案⼿法 
 本章ではスマートフォンに合わせた UI にする, 
IDE の機能を追加について述べる.  
3.1 スマートフォンに合わせた UI 
 プログラミングエディタをスマートフォン独⾃の
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UI に変更する. スマートフォンの⼊⼒⽅法は主に
次に上げる 6 つである.  
1) タップ: 画⾯を指先で 1 回叩く 
2) ダブルタップ: 画⾯を指先で２回叩く 
3) ロングタップ: 画⾯を指先で⻑く押す 
4) フリック: 画⾯に触れ, その指先を任意の⽅向

に素早く弾く 
5) スワイプ: 画⾯に触れ, その指先をスライドさ

せる 
6) ピンチ: 2 本の指でつまむように操作する 
 上記で上げた⼊⼒⽅法の中で, ⼊⼒に多く使われ
るのが 1 から 4 である. これらの⼊⼒⽅法をショー
トカットキーとして本研究の UI として扱う. これ
により, ⼀からプログラムのコードを書くよりも, 
予め登録していた引数部分以外の関数などを素早く
⼊⼒することが可能となる. ショートカットの割当
は, ユーザが任意に設定することが可能である.  
3.2 IDE 機能の実装 
 本研究では, IDE の機能を「コンパイル」, 「実
⾏」, 「実⾏結果の表⽰」の３つとして実装する. 
これらの機能は, スマートフォン上では⾏わず, サ
ーバを介することで実現させる(図 3.1).  

サーバは, スマートフォン側から送信されたソー 
スコードを保存する. その後, スマートフォンから
の指⽰を受け取り, コンパイルや実⾏などを⾏う. 
それぞれ, コンパイル時や実⾏時の標準出⼒やエラ
ー出⼒をスマートフォンに送信する. 

 

図 3.1 サーバとスマートフォンのやり取り 
4 実験⼿法 
 本研究ではタッチ操作であるジェスチャー⼊⼒に

よる素早い⼊⼒を⽬的としている. よって, 本実験
ではスマートフォンのキーボードを利⽤した全⽂⼊
⼒と, ジェスチャー⼊⼒による省略した⼊⼒の⽐較
を⾏う. 実験⽅法は被験者が両者のアプリケーショ
ンでプログラミングの課題を実⾏し, ⼊⼒した時間
を計測する.  
5 結果と考察 
 実験の結果, 本研究で提案されたジェスチャーに
よる省略されたプログラミングエディタは全⽂⼊⼒
のアプリより⼊⼒時間の削減が⾏われた. (表 5.1) 
しかし, ⼊⼒速度について⽐較すると本研究で提案
されたアプリケーションの⽅が低い. それに対して
全⽂⼊⼒は全体的に⼊⼒速度が⾼いことがわかる. 
(表 5.2)よって, ジェスチャーによる省略された⼊
⼒は, 平均⼊⼒時間の短縮にはなるが, ⼊⼒速度の
改善にはならないことがいえる.  

今後の展望として, 全⽂⼊⼒はなぜ⼊⼒速度が早
い, もしくはジェスチャー⼊⼒がなぜ⼊⼒速度が遅
いのかの原因について調査し, ⼊⼒速度を向上させ
る.  

表 5.1 ⼊⼒時間と⼊⼒速度の⽐較 
 全⽂ 省略 

平均⼊⼒時間[分] 7.7 3.9 
平均⼊⼒速度[⽂字/分] 28.7 15.4 

図 5.2 被験者の⼊⼒速度⽐較 
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